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将来光源 ERL に向けての実証機である Compact ERL(cERL)の建設が KEK にて進められている。cERL 用に 2cell の３空洞

入りの入射器空洞クライオモジュールと 9cell の 2 空洞入りの主空洞クライオモジュールを設計、製作し、2K へ冷却しての試

験運転を行ってきた。 

入射器空洞では 2013 年の２月に 2K 冷却後に CW での大電力試験を行い、設計通りに 7MV/m まで安定な加速勾配の実

現を確認後、2013 年４月から本格的な入射部のビーム運転を行い、５MeV の安定加速に成功した。特に 4 月末～６月末まで

の長期的な入射器運転に対し、致命的な空洞の劣化などが見られず、trip もなく、安定なビーム運転を実現した。 

一方、主空洞の開発においては、2012 年 12 月に今まで個別に開発してきた高次モード減衰型 9 セル超伝導空洞、ビーム

パイプ型高次モード減衰器、入力カップラーなどの各コンポーネントをクライオモジュールに実装し、2K 冷却後、CW での大電

力試験を行い、最大 16MV の加速電圧の生成、および設計値に近い 14MV で 1 時間以上の長期運転に成功した。 

これらモジュールの大電力試験の結果を踏まえ、特に入射空洞との総合の熱負荷を考慮した場合の冷凍機の能力と主空

洞の高加速勾配時の field emission による放射線の量を考慮し、入射器と主空洞を合わせ、最大 20MeV の周回ビーム運転を

行うことを 2013 年度の目標とし、2013 年夏以降、cERL 周回部の建設を行った。 

本発表では ERL の成否の要である CW 型超伝導空洞の役割を改めて説明するとともに、cERL の周回部建設後、１１月か

ら再冷却を行った cERL の 20MeV エネルギー回収運転に向けた入射器空洞と主空洞の初めての総合運転による大電力性能

評価試験と、１２月末から始まったcERLの回収ビーム運転での超伝導空洞の運転の状況（短期的安定性、長期的安定性）に

ついて話す。最後にここから得られた知見の元、将来光源に向けた展望と課題について報告する。 

 


